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①スダジイ
ブナ科　シイ属 Castanopsis sieboldii

常緑樹。樹皮は縦に浅く裂
さ

け、葉
の下面は金色です。シイ類の材は
耐久性があり、家具、建材などに
広く用いられています。分布は福
島・新潟県以南の沿岸地域。

②コジイ
ブナ科　シイ属　Castanopsis cuspidata

常緑樹。樹皮はなめらか。葉の上半分に浅
い鋸歯があり、下面は金色です。シイ類の
ドングリはタンニンが少なく縄文時代には
食用となっていました。分布は東海以西か
ら種子島までの内陸丘陵地。

⑦コナラ
ブナ科 コナラ属 Quercus serrata

落葉樹。樹皮は縦に深く裂けます。
葉は鋸歯があり、下面は灰白色で
す。シイタケ栽培の原木に使われ
ます。分布は北海道から九州まで。

⑧ウバメガシ
ブナ科 コナラ属 Quercus phillyraeoides

常緑樹。樹皮は縦に浅く裂けます。
葉は楕円形

だ え ん け い

で、上半分に浅い鋸歯
があります。材は備長炭

びんちょうたん

となりま
す。分布は関東南部以南。

⑨ミズナラ
ブナ科 コナラ属 Quercus crispula

落葉樹。樹皮は大きな割れ目ができ
ます。葉は鋸歯があり、下面は淡緑
色です。葉柄はほとんどありません。
分布は北海道から九州まで。

④カシワ
ブナ科 コナラ属 Quercus dentata

落葉樹。樹皮は縦に深く裂けます。葉の長
さは10～30センチで鋸歯は波状。葉の下面
は毛が密生し、灰白色です。かしわ餅をつ
つむことで知られています。分布は北海道
から九州まで。

⑤アベマキ
ブナ科 コナラ属 Quercus variabilis

落葉樹。樹皮は縦に深く裂けます。
葉はクヌギに似ていますが、下面
は毛が密生し、白色です。分布は
岩手・山形県から九州中部まで。

⑥ナラガシワ
ブナ科 コナラ属 Quercus aliena

落葉樹。樹皮はふぞろいに深く裂
けます。葉は鋸歯があり、下面は
灰白色です。葉柄は長さ1～3セン
チ。分布は岩手・秋田県以南から
九州まで。

ド ン

図 鑑

グ リ ドングリとは、クヌギやコナラのよう
に下方がおわん状または皿状の殻斗で包
まれた丸く固い果実の総称で、殻斗を含
んで言うこともあります。
普通はブナ科

か

コナラ属
ぞく

に属す果実を言
いますが、ここでは、マテバシイ属や殻
斗が果実全体を包むシイ属の果実もドン
グリとします。

●ドングリの部位名

果
か

実
じつ

殻
かく

斗
と

総
そう

苞
ほう

片
へん

ドングリとは

×1.0 ×1.0

×1.0 ×0.06 ×1.0 ×0.10 ×1.0 ×0.06

×1.0 ×0.10 ×1.0 ×0.15 ×1.0

×0.15

③クヌギ
ブナ科 コナラ属 Quercus acutissima

落葉樹。樹皮は縦に深く裂け、葉の下面は
淡緑色でほとんど無毛です。鋸歯の先は針
のように尖

とが

っています。材はシイタケ栽培
の原木や良質の炭となります。分布は岩
手・山形県から屋久島・種子島まで。

×1.0 ×0.10×0.15

×0.06
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⑩アカガシ
ブナ科 コナラ属 Quercus acuta

常緑樹。樹皮はなめらかですが、大きくな
ると不規則にはがれます。葉は長さ８～15
センチで全縁。葉の下面は緑色、葉柄は長
さ２～４センチで、葉の先は長く尖ります。
分布は宮城・富山県以南から屋久島まで。

⑪ツクバネガシ　
ブナ科 コナラ属 Quercus sessilifolia

常緑樹。葉は長さ５～12センチで、葉の先
だけに浅い鋸歯があります。また、葉は枝
先に集まってつく傾向があります。葉の下
面は淡緑色で、葉柄は長さ0.5～１センチ。
分布は宮城・富山県以南。

⑫ウラジロガシ
ブナ科 コナラ属 Quercus salicina

常緑樹。小枝は灰白色。葉の下面
は無毛で、名前の通り目立って白
色です。中央の葉脈の上面はへこ
んでいます。分布は宮城・新潟県
以南。

⑯オキナワウラジロガシ
ブナ科コナラ属　Quercus miyagii

常緑樹。葉は先の方に低い鋸歯がまばらに
あり、下面は白色または淡緑色です。他の
種とくらべて、果実が非常に大きいのが特
長です。分布は奄美大島から西表島まで。

⑰マテバシイ
ブナ科 マテバシイ属 Lithocarpus edulis

常緑樹。樹皮はなめらか。葉は全縁
で葉の下面は薄茶色です。果実は大
きくアクも少ないのですが、スダジ
イやコジイとくらべて美味しくあり
ません。分布は関東南部以南。

⑱シリブカガシ
ブナ科 マテバシイ属 Lithocarpus glabra

常緑樹。樹皮はなめらか。葉は先
の方に浅い鋸歯があり、葉の下面
は銀白色です。材は堅く、中国で
は農具に使われます。分布は近畿
地方以南。

⑬シラカシ
ブナ科 コナラ属 Quercus myrsinaefolia

常緑樹。樹皮はなめらか。小枝は黒色。葉
の下面はほとんど無毛で灰緑色です。生け
垣や防風樹とされることがあります。分布
は福島県以南から屋久島まで。

⑭アラカシ
ブナ科 コナラ属 Quercus glauca

常緑樹。樹皮はなめらか。葉は長さ５～10
センチで上半分に大きな鋸歯があります。
葉の上面はやや光沢があり、下面は灰白色
で毛があります。公園や庭木などによく使
われます。分布は宮城・山形県以南。

⑮イチイガシ
ブナ科 コナラ属 Quercus gilva

常緑樹。樹皮はなめらかですが、大きくな
ると不規則にはがれます。葉は長さ４～12
センチで、葉の上半分に鋸歯があります。
葉の下面には黄土色の毛が密生します。分
布は関東南部以南。

用語解説 広葉樹
こうようじゅ

／ コナラ・ケヤキのように幅の広い葉を持った樹木。
針葉樹
しんようじゅ

／ マツ・スギのように針状、またはうろこ状の葉を持った樹木。
常緑樹
じょうりょくじゅ

／ １年中緑の葉をつけている樹木。クロマツのような針葉樹
と、クスノキのような広葉樹がある。

落葉樹
らくようじゅ

／ 冬には葉を落とす樹木。コナラのような広葉樹が多く、針
葉樹ではカラマツやメタセコイアなどがある。

●葉の名称

葉
よう

身
しん

葉柄
ようへい

葉脈
ようみゃく

鋸歯
きょし

×1.0 ×0.06 ×1.0 ×0.10 ×1.0 ×0.10

×1.0 ×0.10 ×1.0 ×0.10 ×1.0 ×0.10

×1.0 ×0.06 ×1.0 ×0.06 ×1.0 ×0.10

全縁
ぜんえん

＊ドングリや葉の大きさは、成熟や環境による影響によって変わります。各倍率は１つの目安としてください。

1）鋸歯
きょし

／葉の縁
ふち

にあるギザギザの切れ込み。

2）全縁
ぜんえん

／鋸歯がない葉の縁の形。

１） 2）


